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とうきょうジャーミイ きんようれいはい の ホトバ 
2025ねん８がつ 29 にち 

すうはい（イバーダ）︓たましいのやすらぎ、しゃかいのへいあん 
そんけいすべき ムスリム の みなさま！ 
ホトバ の ぼうとう に ろうどく した しょうく に おいて、ぜんのう の しゅ は つぎ の よう に めいじて おられます。「あなた の しゅ に 
つかえなさい、かくしん すべき もの が おとずれる まで。」1 また、ハディース に おいて は、わたしたち の よげんしゃ (saw) は   
いか の よう に かたっています。「しもべ に たいする アッラー の けんり と は、かれら が アッラー を すうはい し、なにもの を 
アッラー に へいち しない こと で ある。もし かれら が そのよう で あった なら、アッラー に たいする しもべ の けんり と は、
アッラー が かれら を ばっする こと なく らくえん に むかえいれる こと で ある。」2 
しんあい なる しんこうしゃ の みなさま！ 
すうはい（イバーダ） は、やすらぎ を もたらす せいなる きりつ です。ひと の じんかく を かたちづくり、たましい を せいじゅく させ、 
どうとく を みがき、こころ を おしえ みちびく もの です。いか の しょうく に لِیعَْبدُُونِ   الاَِّ  نْسَ  وَالاِْ الْجِنَّ  خَلقَْتُ       われ が ジン と」 وَمَا 
にんげん を そうぞう した の は、われ に つかえさせる ため に ほか ならない」 3と ある とおり、すうはい こそ わたしたち の    
そうぞう の もくてき で あり、ふくじゅう の もとめ です。 
そんけいすべき ムスリム の みなさま！ 
すうはい と は、アッラー が その しもべ に かす おもに では なく、しゅくふく です。すうはい は、わたしたち に にんたい と、じかん の 
ゆうこう な つかいかた と を おしえて くれます。ナフス の きょうりょうさ から わたしたち を まもり、たすけあい、わかちあう せいしん を 
うえつけて くれます。そして きょうどうたい（ウンマ） への きぞく いしき を はぐくみ、わたしたち の あいだ に ある どうほうあい の   
きずな を つよめて くれます。つまり、すうはい の こうい は わたしたち を、かぞく、ちいき、そして しゃかい ぜんたい に とって ゆうえき 
な にんげん へと かえて くれる の です。 
しんあい なる しんこうしゃ の みなさま！ 
わたしたち の しゅうきょう は、じんせい の あらゆる しゅんかん を、すうはい の いしき を もって いきる よう わたしたち に よびかけて 
います。このこと について クルアーン は わたしたち に ちゅうい を はらう よう、つぎ の よう に つげています。  

صَلاَت۪ي    قلُْ  الْعاَلمَ۪ینَۙ انَِّ  رَبِّ   ِ لِلہّٰ وَمَمَات۪ي  وَمَحْیاَيَ  وَنسُُك۪ي   「いいなさい。『ほんとうに、わたし の れいはい も、わたし の ほうし も、わたし の   
せい も、わたし の し も、しょせかい を すべる しゅ アッラー の ため に ある。』……」4アッラー が さだめた すうはい の こうい を 
むし する こと なく、じぶんじしん と かぞく の ため、ハラール な せいけい を たてる ため、ねっしん に はたらく こと じたい、すでに  
すうはい の こうい です。しょうじき に はたらき、たにん を だましたり する こと なく、こうりがし、きょぎ、ちくざい と いった つみ に て 
を そめる こと なく、こじん や こうきょう の けんり を しんがい する こと なく はたらく こと も、すうはい の こうい の ひとつ です。 
しんあい なる しんこうしゃ の みなさま！ 
アルハムドゥリッラー、きんよう に は わたしたち の マスジド は まんいん に なります。ひび の れいはい に おいて も、おなじ けんしん 
を しめす よう に しましょう。ひび の れいはい は わたしたち を あく から とおざけ、ぜん へと みちびいて くれます。へいわ、ちょうわ、
そして どうほうあい の しょうちょう で ある マスジド で、かた を ならべて いのりましょう。かぞく と とも に マスジド に かよいましょう。
おもいやり の ある ことば、おだやか な はげまし を とおして、こどもたち を マスジド に なれさせる よう に しましょう。わたしたち は、
たん に とみ を たくわえたり、みぶん や ちい を もとめたり、しょうがい を あそび や ごらく に ついやす ため に そうぞう された の  
では ない こと を わすれて は なりません。すうはい なくして わたしたち の しんこう は かんせい しません。わたしたち の えた もの 
も しゅくふく を うける こと は ない でしょう。しんじつ の へいあん は かてい に そんざい する の では ありません。ぜんりょう な   
じんかく によって いろどられた すうはい こそ が、わたしたち の じんせい に いみ を あたえる の です。これ によって こそ、わたしたち 
は アッラー の みめ に かち ある もの と なる の です。ぜんのう の アッラー の けいこく は、かんぜん に あきらか です。 

كُمْۚ   قلُْ  دُعَاؤُٓ۬ لوَْلاَ  ي  رَبّ۪ بكُِمْ  ا  یعَْبؤَُ۬ مَا   「いいなさい。『あなたがた が よびかけない なら、どうして しゅ が あなたがた を き に かける     
だろうか。』……」5 

 
1 Hijr, 15/99. 
2 Muslim, Iman, 48; Bukhari, Jihad, 46. 
3 Dhariyat, 51/56. 
4 An’am, 6/162. 
5 Furqan, 25/77. 


